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副題

□１.安全・安心 ■５.公共工事の品質確保・向上 5

□２.環境 ■６.景観 6

□３.情報化 □７.伝統・歴史・文化

□４.コスト縮減・生産性の向上 □８.リサイクル 番号：

□1.省人化 □5.耐久性向上 □9.地球環境への影響抑制 7

開発目標 □2.省力化 □6.安全性向上 □10.省資源・省エネルギー 11

（選択） □3.経済性向上 ■7.作業環境の向上 ■11.品質の向上

□4.施工精度向上 □8.周辺環境への影響抑制 □12.リサイクル性向上 番号：

従来技術名：

1.経済性 □1.向上（ ％） □2.同程度　■3.低下（15.8％）　 番号： 3

2.工程 ■1.短縮（24％）　□2.同程度　□3.増加（　％）　 番号： 1

3.品質・出来型 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1

4.安全性 □1.向上　■2.同程度　□3.低下 番号： 2

5.施工性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1

6.環境 □1.向上　■2.同程度　□3.低下 番号： 2

7.その他 □1.　（定義済みの値なし） 番号：

開発体制 番号：

開発会社 昭和鉄工株式会社 販売会社 協会名

会社名： 住所：

技術 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

会社名： 住所：

営業 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

（概要）

1-3-7.道路／橋梁工

評価（事前・事後）

分類

■1.単独 □2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) □2(3)共同研究(民学)

QS-110039-A

活用の効果

鋼製丸ビームタイプ橋梁用ビーム型防護柵

-15.8%

24.0%

区分

新技術概要説明資料（１／５）

名称 応力集中型鋼製防護柵「FLEMBEE」フレンビー
収受受付年月日 平成26年10月11日

番号：
4

変更受付年月日 平成28年6月7日

登録番号

キーワード

国土交通省へ
の登録状況

申請地方整備局名 登録年月日

九州地方整備局 平成24年3月28日

現場状況に合わせてフレキシブルに対応する橋梁用ビーム型防護柵 開発年

問合せ先

昭和鉄工株式会社/本社 福岡県古賀市糸ヶ浦52　〒811-3136

都市景観事業部

092-944-1853

江原　昇志

092-944-1815

03-3730-1066

s_ehara@showa.co.jp

登録No. 1498

1

平成23年4月1日

□1.工法　□2.機械　□3.材料　■4.製品　□5.その他

１）何について何をする技術なのか？
　・橋梁補修の防護柵について現場状況に応じてフレキシブルに設定が可能な防護柵。
　・防護柵の取付方法を改善し作業効率を向上させ工期短縮へと繋げる。
　・車両衝突時の際に老朽化した橋梁への負担を軽減させる。
　
２）従来はどのような技術で対応していたのか？
　・防護柵設置基準・同解説に準拠した「鋼製丸ビームタイプ 橋梁用ビーム型防護柵」
３）公共工事のどこに適用できるのか？
　・橋梁補修の防護柵として適用。

東京都大田区蒲田5丁目44-5　〒144-0052

都市景観事業部 03-3730-1937

重岡　研二

昭和鉄工株式会社/東京支社

shigeoka@showa.co.jp



応力集中型鋼製防護柵「FLEMBEE」フレンビー 登録No. 1498

（特　徴）

（施工方法）

（施工単価等） 1（2）

その他（カタログなど）

積算資料等

施工管理基準資料等

A-2

①支柱を建て込む。
②支柱に主要横梁設置後、下段横梁をスリーブと受け金具を介してボルトで締結する。
③横梁の通りを調整する。
④支柱と横梁を止めたボルト類及びアンカーボルトを本締めする。

※橋梁補修の場合について
　既設地覆コンクリートを再利用の場合、既設アンカーボルトの撤去後、樹脂アンカーなどの後施工アンカーを利用する。

□1(1).歩掛りあり（標準）　■1(2).歩掛りあり（暫定）　□2.歩掛りなし

積算資料（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

掲載刊行物
建設物価（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）

□積算条件
　施工規模：防護柵設置　L=100M
□新技術
　積算条件：自社見積り
　運送費、消費税含まず

　土木工事施工管理基準及び規格値（国土交通省）
  ・出来形管理基準及び規格値

　 工種：橋梁用防護柵工 橋梁用高欄工
　 　　　測定項目　1）幅　（ｗ）： -5～+10　1径間当たり両端と中央の3箇所測定。
　 　　　　　　　　2）高さ（ｈ）：-20～+30

新技術概要説明資料（２／５）
新技術名称

（短　所）
　・種別SC以上の種別には対応できない。

（長　所）
　①橋梁補修の現場状況に応じてフレキシブル（規格値に対する高さの設定や定着部の地覆鉄筋回避等）な設定が可能で
　　ある。また「防護柵の設置基準・同解説」に準拠し、各種別における強度を有している。
　②取付時の施工のし易さによって施工効率が向上する。
　③車両衝突時、新技術の支柱構造（横ねじれ座屈を起こさず安定した変形をする構造）により他スパンへの影響の軽減
　　と事故補修における経済的（メンテナンス）な低減が図れる。



登録No. 1498

（適用条件）

（設計上の留意点）

（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

（添付資料）
実験資料等

その他

特　許 □1.有り（番号:　　）■2.出願中　□3.出願予定　□4:無し 番号 2

特許番号

実用新案 ■1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　□4:無し 番号 1

新案番号 登録第316840

建設技術評価制度番号 民間開発建設技術の審査証明番号

証明年月日 証明年月日

評価・証明
制度等の名称 証明機関

制度等の名称 制度等の名称

制度名、番号 制度名、番号

その他の 福岡新技術・新工法ライブラリー

制度等に 証明年月日 証明年月日

よる証明 平成26年9月8日

証明機関 証明機関
福岡県県土整備

証明範囲 証明範囲
平成31年3月31日

（適用できる条件）
・新設及び既設の橋梁の路側部や歩車道境界部、または中央分離帯部のコンクリート地覆部上に設置できる。

・既設の地覆幅として350mm以上が必要である。
・建築限界の制約などが必要な場合は、既設地覆幅を確認後、必要に応じて地覆を設置（地覆改修）する必要があ
る。

新技術概要説明資料（３／５）
新技術名称 応力集中型鋼製防護柵「FLEMBEE」フレンビー

A-3

（適用できない条件）
・種別SC以上の種別には対応できない。

　1）残された課題：狭小地覆に対するタイプの検討
　2）開発計画　　：対応に向け現在開発中

　・防護柵（支柱、レール）の性能確認試験

　・防護柵の強度確認（種別としての強度を有し適合している）

・塗膜の傷や損傷は、サビ発生の要因となるため、運搬時、施工時において取扱いには十分注意が必要である。

　・景観に配慮した橋梁用防護柵の衝突性能に関する実験的・数値解析的研究
　　　/土木学会論文A1（構造・地震工学）Vo1.68,No.2, 413-426,2012

宮崎県県土整備

平成31年3月31日

宮崎県 新技術活用システム

平成26年2月26日
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登録No. 1498

実績件数 公共機関： 294 民間：

発　注　者 施工時期
伊豆市役所 2014

富士・東部建設事務所 2013

甲州市役所 2014

長岡地域振興局 2013

長岡地域振興局 2014

太田原土木事務所 2014

金沢市役所 2013

奈良県吉野町役場 2014

奈良県吉野町役場 2013

太田原土木事務所 2012

0

CORINS登録No.

新技術概要説明資料（４／５）
新技術名称 応力集中型鋼製防護柵「FLEMBEE」フレンビー

工　事　名

橋梁上部工事大子黒羽線その1

上市8号線社会資本整備総合交付金
事業（町道橋補修）

社会資本整備総合交付金事業（町道
橋補修）

都市基盤河川木曳川改修に伴う橋
梁架替工事（上部工）

乙吉川広域河川改修1級（防災安全・
補正）市道橋工事

観音川橋上部工事

平成26年度　観光施設整備事業　虎
渓橋外1橋高欄改修工事

一般国道１３９号橋梁補修工事の１

市道千野44号線改良工事

長岡見附三条線橋梁



登録No. 1498

新技術概要説明資料（５／５）
新技術名称 応力集中型鋼製防護柵「FLEMBEE」フレンビー

A-5

1.現場状況にフレキシブルに対応

2.簡単な取付（施工効率アップ）

3.施工実績（後施工アンカー仕様）

<従来技術のレールの取付方法：挟込方式> <新技術のレールの取付方法：差込方式>

実用新案


